
NEP2026 鉱山廃水処理施設におけるCO2収支計算システムの開発
ー最高品質カーボンクレジットの創出で廃水処理に脚光をー

★顧客候補：鉱山廃水処理を行う会社・自治体
• 廃水処理は大量のCO2排出源とみなされている
• 処理コストはすでに高額なのに、将来はCO2に
プライシングされるリスクがある
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Step1： 開発予定の測定装置・計算モデルを販売し、早期収益化＆実績データを蓄積
Step2： 蓄積データをもとに国際認証を取得、クレジット創出・販売へ事業を拡張
Step3： 国内100箇所以上の鉱山廃水へ展開、応用領域を拡大
Step4： 国内実績を携えて海外鉱山市場へ参入

廃水処理場＝CO2除去工場

★技術・研究開発
• 過酷な環境で動作する「置くだけ測定装置」
• CO2除去量を計算する「海洋・河川モデル」
• 装置とモデルをリンクさせる「通信技術」

★事業開発
• 情熱を共にする仲間探し！！！！
• 廃水処理施設への機器導入に伴う法的リスク
の整理

• 大企業への信頼醸成や営業活動

★社会課題①：鉱山廃水処理への補助金
• 国内で年間20億円以上の補助金が投入
• “汚い水“を“普通の水“にするだけ（大切だけど…利益なし）

★社会課題②：脱炭素に伴う国富の流出
• 除去系クレジットの国内供給が極めて少ない
ので国外から購入する日本企業が存在する解決策は右下「ビジネスアイデア概要図」を参照

測定装置・計算モデル→顧客候補へ販売
カーボンクレジットも創出できるかも！？

廃水処理は確かにCO2を排出している
一方で排出を上回るCO2が海洋で吸収除去されている
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